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１．研究ステーション名   メガリスク型災害研究ステーション                        

   研究代表者名（所属部局・職・氏名） 

 大学院情報システム学研究科・准教授・山本佳世子   

 

２．研究組織(今年度関わった全ての構成員を記してください。) 

 

  ＜学内構成員＞ 

電気通信大学 大学院情報システム学研究科 社会知能学専攻 准教授 山本佳世子 

電気通信大学 産学官連携センター 特任教授 中嶋信生 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 総合情報学専攻 教授 椿美智子 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 総合情報学専攻 教授 高玉圭樹 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 総合情報学専攻 准教授 水戸和幸 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 先進理工学専攻 准教授 岡田佳子 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 総合情報学専攻 准教授 坂本真樹 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 共通教育部 准教授 久野雅樹 

電気通信大学 宇宙・電磁環境研究センター 准教授 冨澤一郎 

  ＜学外構成員＞ 

元国連地域開発センターセンター長，筑波大学 名誉教授，立命館大学 客員研究員  

梶秀樹 

名古屋産業大学 環境情報ビジネス学部 教授 和泉潤 

一橋大学 大学院商学研究科 教授 根本敏則 

京都大学 大学院工学研究科 教授 松野文俊 

東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科 准教授 中村桂子 

国立環境研究所 社会環境システム研究センター 主任研究員 一ノ瀬俊明 

宮城大学 事業構想学部 教授 風見正三 

福島大学 共生システム理工学類 准教授 藤本典嗣 

福島大学 共生システム理工学類 准教授 川崎興太 

岩手大学 人文社会科学部 教授 後藤尚人 

 

３．平成26年度の研究の特筆すべき成果 

 東日本大震災の被災地の大学のうち、福島大学うつくしまふくしま未来支援センター、

岩手大学地域防災研究センターとの連携活動、関連学協会との連携活動を行った。また研

究代表者が平成 26 年 10 月に日本学術会議連携会員に選出されたため、日本学術会議の東

日本大震災の総合対応に関する学協会連絡会との連携活動を大々的に開始し、フォーラム

などの機会に本研究ステーションの活動成果について紹介する機会を得ることができた。

このため、情報関連の学問分野における防災・減災対策、復旧・復興支援への貢献を示す

ことができた。これらの研究成果、活動成果を基盤として、平成 27年には総務省の事業の



申請を行うことができた。 

 

４．平成 25年度の研究成果の公表実績 

１）電気通信大学メガリスク型災害研究ステーション・岩手大学地域防災研究センター共

催シンポジウム「岩手県における復旧・復興の取り組み」 

    日時 平成 26年 6月 11 日（水）13:00～17:00 

場所：電気通信大学東地区総合棟 306号室 

２）日本計画行政学会「東日本大震災の復旧復興支援のための特別委員会」との連携活動 

３）日本学術会議「東日本大震災の総合対応に関する学協会連絡会」での連携活動 

 

５．外部資金の獲得状況 

１）公益財団法人東電記念財団「太陽光発電の導入可能性の経済性評価」，2014年-2015年，

予算額1,000,000円 

２）特定非営利活動法人三鷹ネットワーク大学推進機構「民学産公」協働研究事業「災害情

報の活用支援システムの開発と導入のための実証実験」（代表），2014年-2015年，予

算額1,000,000円 

 

６．今後の研究発展 

 今後は、被災地の大学との連携活動をさらに発展させ、他地域の類似目的を持つ組織間で

の連携活動にも取り組むとともに、これらの連携活動、構成員のこれまでの研究活動を基盤

とした外部資金の獲得により、複数の研究領域にまたがる分野横断的な研究活動をさらに積

極的に展開する。 
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・「その他」 

１）調布市内の市民団体や調布市等との連携活動 

・石巻，女川，福島などの支援 

・調布市-UEC意見交換会「災害情報の活用支援システムの開発と運用試験の成果」 

・調布フォーラム「ICTを利活用して防災・地域情報の交流をどう進めるか」 

・調布市地域情報化推進協議会キックオフ「情報技術とコミュニケーション」 など 

２）「調布から！復興支援プロジェクト」への参加 

３）調布市特別支援学校の災害支援活動 

４）調布市内の被災者（特に子供）の支援活動 

５）いわて高等教育コンソーシアムでの非常勤講師 

６）トルコ・アンカラ、Middle East Technical Universityへの短期招聘 

７）UEC e-Bulletinでの紹介（Vol.2，2014年 6月） 

「UEC joins forces with universities in Fukushima and Iwate to study disasters」 


